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図版 1

４　遺跡近景（北上空から） ８　調査区下層全景（東から）

３　遺跡近景（西上空から） ７　調査区下層全景（西から）

２　遺跡遠景（北上空から） ６　調査区上層全景（東から）

１　遺跡遠景（南上空から） ５　調査区上層全景（西から）



図版 2

４　第 15 号住居跡遺物出土状況 ８　第７・８号土壙

３　第 15 号住居跡 炉跡 ７　第６号土壙

２　第 15 号住居跡（２） ６　第 16 号住居跡 炉跡

１　第 15 号住居跡（１） ５　第 16 号住居跡



図版 3

４　第 15 号土壙 ８　第 10 号住居跡遺物出土状況（３）

３　第 12 号土壙 ７　第 10 号住居跡遺物出土状況（２）

２　第 11 号土壙 ６　第 10 号住居跡遺物出土状況（１）

５　第 10 号住居跡１　第 10 号土壙



図版 4

４　第 13 号住居跡 炉跡 ８　第３号土壙

３　第 10 号住居跡遺物出土状況（６） ７　第 14 号住居跡遺物出土状況

６　第 14 号住居跡 炉跡

５　第 14 号住居跡１　第 10 号住居跡遺物出土状況（４）

２　第 10 号住居跡遺物出土状況（５）



図版 5

４　第２号住居跡遺物出土状況 ８　第５号住居跡 カマド

３　第２号住居跡 カマド ７　第５号住居跡

２　第２号住居跡 ６　第４号住居跡遺物出土状況

５　第４号住居跡１　第１号住居跡



図版 6

４　第７号住居跡 ８　第 11 号住居跡

３　第６号住居跡円面硯出土状況 ７　第９号住居跡 カマド

２　第６号住居跡遺物出土状況 ６　第９号住居跡

５　第８号住居跡１　第６号住居跡



図版 7

４　第１・２・３号井戸跡 ８　第３号井戸跡（２）

３　第２号溝跡 ７　第３号井戸跡（１）

２　第 12 号住居跡 ６　第２号井戸跡

５　第１号井戸跡１　第 11 号住居跡遺物出土状況



図版 8

４　第４号井戸跡（３） ８　ピット群（Ｄ４・Ｅ３グリッド）

３　第４号井戸跡（２） ７　第１号溝跡

２　第４号井戸跡（１） ６　第１号火葬跡

５　第４号井戸跡（４）１　第３号井戸跡（３）



図版 9

２　第 15 号住居跡（第９ਤ 19～ 30・32・33）

１　第 15 号住居跡（第９ਤ１～ 18）
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図版 10

１　第４・14・15 号土壙（第 12ਤ１～ 17）

２　グリッド出土遺物（第 13ਤ８～ 21）
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図版 11

４　第 10 号住居跡（第 15ਤ３）

６　第 14 号住居跡（第 18ਤ１）３　第 10 号住居跡（第 15ਤ２）

１　グリッド出土遺物（第 13ਤ１）

２ 　第 10 号住居跡（第 15ਤ１） ５　第 10 号住居跡（第 15ਤ̒）



図版 12

４　第３号土壙（第 20ਤ４）

３　第３号土壙（第 20ਤ２・３・̑）

７　第 10 号住居跡
���　�（第 15ਤ４）

８　第 14 号住居跡
���　�（第 18ਤ１）

10　第３号土壙
�������（第 20 ਤ２）

11　第３号土壙
�������（第 20 ਤ３）

２　第３号土壙（第 20ਤ１）

６　第 10 号住居跡
��　�（第 15ਤ１）

９　第３号土壙
�������（第 20 ਤ１）

１　第 14 号住居跡（第 18ਤ２～̑） ５　グリッド出土遺物（第 21ਤ１）
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図版 13

５　第２号住居跡（第 25ਤ̒）

８　第２号住居跡  墨書「夲」（第 25ਤ 13）

７　第２号住居跡（第 25ਤ８）

６　第２号住居跡（第 25ਤ̓）

４　第２号住居跡（第 25ਤ̑）

３　第２号住居跡（第 25ਤ４）

９　第２号住居跡（第 25ਤ 26）

１　第２号住居跡（第 25ਤ１）

２　第２号住居跡（第 25ਤ２）

10　第３号住居跡（第 28ਤ 9）



図版 14

４　第３号住居跡（第 28ਤ 22）

５　第５号住居跡（第 32ਤ１）

９　第５号住居跡（第 32ਤ̓）

10　第５号住居跡（第 32ਤ 17）

３　第３号住居跡（第 28ਤ 12） ８　第５号住居跡（第 32ਤ４）

２　第３号住居跡（第 28ਤ 11） ７　第５号住居跡（第 32ਤ３）

６　第５号住居跡（第 32ਤ２）1　第３号住居跡（第 28ਤ 10）



図版 15

４　第６号住居跡  円面硯（第 34ਤ 22）

５　第７号住居跡（第 36ਤ１）

９　第 11 号住居跡（第 41ਤ１）

３　第６号住居跡（第 34ਤ 12）

８　第９号住居跡（第 39ਤ４）

２　第６号住居跡（第 34ਤ９）

７　第９号住居跡（第 39ਤ１）

１　第６号住居跡（第 34ਤ̓）

６　第７号住居跡（第 36ਤ̓）



図版 16

７　第 12 号住居跡  ヘラ記号（第 43ਤ８）

５　第 12 号住居跡（第 43ਤ 5）

６　第 12 号住居跡（第 43ਤ̒）

８　第 12 号住居跡  ヘラ記号「×」（第 43ਤ 13）

２　第 11 号住居跡（第 41ਤ 10）

３　第 12 号住居跡（第 43ਤ３）

４　第 12 号住居跡（第 43ਤ４）

１　第 11 号住居跡（第 41ਤ̒）



図版 17

４　第 12 号住居跡（第 43ਤ 24）

９　第３号井戸跡（第 49ਤ４）

１　第 12 号住居跡（第 43ਤ̓）

８　グリッド出土遺物（第 47ਤ̑）

７　第２号溝跡（第 45ਤ̓）

６　第２号溝跡（第 45ਤ̒）

３　第 12 号住居跡（第 43ਤ 19）

５　第２号溝跡（第 45ਤ１）

２　第 12 号住居跡（第 43ਤ 17）

 10　銭貨（第 59ਤ１～３）
１ ２ ３



図版 18

鉄製品

青磁碗

中世陶器・瓦質土器

１ 第１号住居跡（第 23ਤ 19）
２ 第２号住居跡（第 26 図 43）
３ 第２号住居跡（第 26 図 44）
４ 第２号住居跡（第 26 図 45）
５ 第４号住居跡（第 30 図 21）
６ 第４号住居跡（第 30 図 22）
７ 第６号住居跡（第 34 図 25）
８ 第７号住居跡（第 36 図 10）
９ 第７号住居跡（第 36 図 11）
10 第 11 号住居跡（第 41 図 14）
11 第 12 号住居跡（第 43 図 33）

12　第２号井戸跡（第 49ਤ３）
13　第１号溝跡（第 55ਤ１）
14　第１号土壙（第 57ਤ１）

15　第１号井戸跡（第 49ਤ１）
16　第１号井戸跡（第 49ਤ２）
17　第３号井戸跡（第 49ਤ̑）
18　第３号井戸跡（第 49ਤ̒）
19　第３号井戸跡（第 49ਤ̓）
20　第３号井戸跡（第 49ਤ８）
21　第４号井戸跡（第 49ਤ 10）
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図版 19

６　第４号井戸跡（第 52ਤ̒）　

８　第４号井戸跡（第 52ਤ８）　

５　第４号井戸跡（第 52ਤ̑）　

７　第４号井戸跡（第 52ਤ̓）　

１　第４号井戸跡
�������（第 51 ਤ１）

２　第４号井戸跡
�������（第 51 ਤ２）

９　第４号井戸跡
��������（第 51 ਤ１）

３　第４号井戸跡
��������（第 51 ਤ３）

４　第４号井戸跡
��������（第 51 ਤ４）

10　第４号井戸跡
��������（第 52 ਤ 5）



図版 20

４　第４号井戸跡（第 53ਤ 12）

３　第４号井戸跡（第 53ਤ 11）

10　第４号井戸跡（第 53ਤ 18）

２　第４号井戸跡（第 53ਤ 10）

８　第４号井戸跡（第 53ਤ 16）

１　第４号井戸跡（第 53ਤ９）

５　第４号井戸跡（第 53ਤ 13）

７　第４号井戸跡（第 53ਤ 15）

６　第４号井戸跡（第 53ਤ 14） ９　第４号井戸跡（第 53ਤ 17）
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天神台東遺跡
（第４次）

集落跡 縄文時代 竪穴住居跡� ２軒
土壙� 11基
ピット� ４基

縄文土器、石器 前期の大型住居跡

弥生時代 竪穴住居跡� ３軒
土壙� １基

弥生土器 後期初頭の集落跡

奈良・平安時代 竪穴住居跡� 11軒
溝跡� １条
土壙� ２基

土師器、須恵器
円面硯、鉄製品

中・近世 井戸跡� ４基
火葬跡� １基
溝跡� ４条
土壙� １基
ピット� 117基

陶磁器、瓦質土器
木製品、銭貨

石組や木組を良好に残す井戸
跡

要　　約

　天神台東遺跡は、越辺川沿いに形成された河岸段丘上に立地する縄文時代から中世の複合遺跡である。今回の調
査では、越辺川の度重なる氾濫によって縄文時代の遺構が１ｍほどの土砂に完全に埋もれた後、弥生時代、奈良・
平安時代、中世の集落跡が営まれたことが明らかになった。
　縄文時代では、２度にわたる建て替えにより、最終的に大きさが10ｍを超える前期（黒浜式期）の大型住居跡
が発見された。弥生時代では、丘陵部周辺に点在する後期の小規模集落の様相が明らかにされ、櫛描波状文や簾状
文を特徴とする岩鼻式土器古段階の良好な資料が出土した。
　奈良・平安時代では、南比企丘陵に展開する窯業生産と密接な関連をもった古代集落の実態が判明した。住居跡
からは南比企産の須恵器や円面硯などが出土し、８世紀中頃から９世紀後半にわたって継続的に集落が形成されて
いた。さらに、中世では遺跡の西側で、越辺川を渡河する鎌倉街道上道が南北に走ることから、陸の道と川の道の
交わる交通の要衝として、川沿いに展開する中世集落の一端が窺われた。４基発見された井戸跡には、石組や木組
の施設が良く残り、当時の井戸の構造を具体的に知ることができる。中でも、石組の井戸は堅固に石を積み上げ、
底には水溜めとして曲物が置かれ、約700年たった今でも当時のままの姿を見せていた。

報 告 書 抄 録
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